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【はじめに】ダイヤモンドは最大の絶縁破壊電界、

熱伝導率を持つことから次世代パワーデバイスへ

の応用が期待されている。近年、(100)ダイヤモン

ドにおいて高速成長や大面積化などが実現されて

いる[1,2]。しかし、ドーピング制御や AlN/ダイヤ

モンド[3,4]やグラフェン/ダイヤモンド[5]などのヘ

テロ構造の形成に関しては(100)よりも(111)が有

利である。しかしダイヤモンド(111)膜の CVD 成

長は(100)に比べて成長モードの制御が難しく、表

面ラフネスやクラックの発生などの問題があった。

近年、我々はダイヤモンド(111)ホモエピタキシャ

ル成長モードの制御を可能とし[6]、CVDダイヤモ

ンド(111)自立基板の作製に成功した[7]。しかしそ

の成長速度は 1 μm/h以下であり、10 μm/h以上

の成長が可能である(100)と比べて非常に遅い。本

研究では、CVD ダイヤモンド(111)の成長時の投

入電力、メタン濃度を増加することにより、10 

µm/h 以上のダイヤモンド(111)ホモエピタキシャ

ル成長を目指した。 

 

【実験】高温高圧合成された Ib 型ダイヤモンド

(111)基板上にアリオス製球型共振器構造 MPCVD

を用いてホモエピタキシャル成長を行った。導入ガ

スは水素とメタンの混合ガスを用いた。プラズマに

投入する電力は 190 W、600 W、800 Wとした。 

 

【結果】図 1に各投入電力における成長速度のメタ

ン濃度依存性を示す。190 W での成長時では、メ

タン濃度が 0.3 %以上になると成長速度が飽和、ま

たは減少した。600 W で成長すると、メタン濃度

が 2 %でも成長速度は線形に増加したが、4%にお

いては 190 Wでの成長と同様の傾向が見られた。

800Wでの成長では、それらを上回る成長速度が得

られた。投入電力 190 W、600 W、800 Wにおけ

る最高成長速度はそれぞれ 0.6、12.6、37 μm/hで

あった。 

 

図 1 投入電力における成長速度の 

メタン濃度依存性 

【結論】ダイヤモンド(111)CVD膜の 10 μm/hを超

える高速成長を実現するために、高パワー、高メタ

ン濃度での成長を行った。その結果、投入電力

800W、メタン濃度 4%の成長速度は 37 μm/hとな

り、190Wの最高成長速度の約 60倍の成長速度を

得た。 
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